
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

ジャック・フライデイ

キュマイラ
ウロボロス

元傭兵

30代

憤怒

元ヴィラン

嫌悪

RW経験者

神父/御免状持ち（ヴィジA）

男

32

ロイド＝クリスタル

4
1
2
1

1 0
0
0
0

5
1
2
1

32
4
4
9
18

11
1 2

裏社会 1

ﾏｲﾅｰ
ﾏｲﾅｰ100↑

ﾏｲﾅｰ100↑巨人の影

　　
　　
　　
　　

0
0
0
0

1
1
1

9+15
11+18
11+27

無形の爪牙LV3+抉り穿つものLV5 侵食

0 0

裏切りの正義

デモンズシード
堅守のピアス

ナイトカイザー

6

ワーディング

リザレクト

無形の爪牙

抉り穿つもの

ハンティングスタイル

餓狼の爪

再起の咆哮

巨人の影

レネゲイドイーター

暴食の神蛇

血に飢えた跳躍

C：キュマイラ

レスキューアクション

★

0

3

6

3

1

2

1

3

2

3

3

★

-

1d10

1

4

4

2

オート

気絶時

ﾏｲﾅｰ

ﾏｲﾅｰ

ﾏｲﾅｰ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

視界

-

シーン

自身

自動

自動

-

↓100

80%

80%

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

"そのシーンの間、あなたの素手のデータを以下のように変更する 種別：白兵　技能：白兵　命中：0 攻撃力：[Lv×2+3]　ガード値：1　射程：至近"

"リミット：《無形の爪牙》 《無形の爪牙》と組み合わせて使用する 《無形の爪牙》の効果中、素手の攻撃力をさらに+[Lv×3]する"

あなたは戦闘移動を行なう　この移動では離脱を行なえる　また、移動中に他のエンゲージに接触しても移動を終える必要はなく、封鎖の影響も受けない

"対象が行なうダメージロールの直前に使用する そのダメージに+[あなたの素手の攻撃力]する このエフェクトはあなたを対象にできない　また、あなたと同じエンゲージに存在するキャラクターを対象とした攻撃にしか使用できない"

"いつでも使用できる そのラウンドで既に使用したキュマイラの「1ラウンドに1回まで使用できる」エフェクトをひとつ選択する 選択したエフェクトのそのラウンドの使用回数を+1する"

"オーヴァードの対象にHPダメージを与えた場合、取得しているエフェクトをひとつ選択する そのシーン中、選択したエフェクトのLv+2 この時、Lvの上限を超えてもよい ただし、対象のエフェクトの使用回数は増加しない"

"あなたがガードを行なう直前に使用する その攻撃がオーヴァードによるものだった場合、そのガードの間、あなたのガード値に+[Lv+1]Dする"

"このエフェクトを組み合わせた白兵攻撃に対するリアクションにおいて、対象はエフェクトを使用できない　さらにエフェクトの効果で得た装甲値を無視してダメージを算出する ただし、この攻撃は素手によるものでなければならない"

"リミット：《ハンティングスタイル》 このエフェクトを組み合わせた白兵攻撃の攻撃力を+[Lv×3]する　あなたが隠密状態の場合、更に判定のダイスを+2個する"

レネゲイドウォーにヴィラン側として参加していた元傭兵。
とあるヒーローの説得で戦争終盤にヒーロー側につき、紆余曲折あって今は教会の世話になっている。

▶”教会”
世界的に広く有名な三大宗教の1つ。
歴史的にレネゲイドと関係が深いせいか「その辺の教会にある聖遺物が実は"遺産(レガシー)"だった」というパターンが多く、事実上数多くの遺産を保有する。
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